
本作品は、千町棚田の認知度向上、石垣の崩壊や獣害被害対策とし
ての放置竹林整備、竹林整備の過程で伐採された青竹からの竹灯ろ
うや竹馬政策による竹の有効利用、「高校生レストラン」で使用する器
や箸、箸置きの製作、NPO 法人うちぬき 21プロジェクト主催の「棚田ラ

イトアップ」での啓発活動、耕作放棄地対策としての山菜畑、石垣修
復による棚田の景観保全、という、多数のプロジェクトを相互に関連あ
る形で進めている点で、多大な努力と充実した啓蒙活動が評価され
た。また、目的意識を明確に持ちながら、地域課題解決のための多様
なステークホルダーとの連携が推進されている点も高く評価された。
今後のさらなる発展に期待が寄せられる。
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つなぐ棚田遺産～千町棚田を後世に～
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